
d 

1.1 

， 

1 

• 

Habu， Junko， 19M1: .t'ottery trom tne secona nan 01 tDe旦;arly.JOmon renoo LL.en阻
kohan no doki-gun]. In The IsarW!o SheU・middenSit~ [Is創-ago Kaizuka Iseki]， by 
the Excavation Team of tbe Isarago Site [lsarago Iseki Chosakai]， VoL 1， pp. 50-58， 
Vol. 2.， pp. 11・34.Board of Education of Minato W ard ~直inato-ku Kyoiku Iinkai]， 
Tokyo. 

第3群前期後半の土器群 (Pl.5 -137~PI. 17-231) 

縄文時代前期後半の土器を一括した。本群は器形・文様により以下のように分類される。

器形

深鉢A形 胴上半部から口縁部にむかつて外反する，いわゆる朝顔形深鉢。口縁は主と

して平縁 (174・194・197・201. 222・231)。

深鉢B形 胴上半部から口縁部にむかつてゆるやかに外反し，口縁部で直立，ないしわ

ずかに内轡するキャリバー形深鉢。口縁は主として 4単位の山形波状縁(160

. 161・190・195・196・198・206・212・214・220)。

深鉢C形 胴上半部から口縁部にむかつて強く外反し，口縁部で内側に屈曲，ないし強

く轡曲するキャリパー形深鉢。口縁は主として 4単位の山形波状縁(155・

156~158 ・ 175~177 ・ 180 ・ 203 ・ 209 ・ 215~218)。

深鉢D形 底部から口縁部にむかつて直線的に開く深鉢。底部が突出するもの (205・

鉢形

文様

1類

a 

b. 

2頒

a. 

225等)もある。口縁は平縁(159・166・167・181~183 ・ 189 ・ 191 ~ 193 

200 ・ 205 ・ 207 ・ 210 ・ 211 ・ 213 ・ 223~230) 。

(221) 

径5mm以上の幅の広い半裁竹管(以後，半載・多哉竹管の総称として用いる)に

よる平行沈線文を主文様とするもの

幅の広い平行沈線文のみが施されるもの (137~151 ・ 164 ・ 165 ・ 194 - 198 ・ 200 ・ 212) l
縄文を地文として幅の広い平行沈線文が施されるもの (153・154)

径4mm以下の幅の挟い半世竹管による平行沈線を主文様とするもの

幅の挟l¥平行沈線文のみが施されるもの (152・156-161・199・213)

b. 縄文を地文として幅の狭い平行沈線文が施されるもの(155・201-204・215・219)

C. 幅の狭l¥平行沈線文と半裁竹管による平行刺突文が施されるもの (205)

d. 

3類

a. 

b. 

4類

a. 

b. 

C 

縄文を地文として幅の狭い平行沈線文と各種刺突文が施されるもの(216・218)

その他の沈線文

条痕状の集合沈線文が施されるもの (166・167・214)

鋭利な工具による沈線文が施されるもの(168・206)

半裁竹管による爪形文を有するもの

半裁竹管による平行沈線が水平に施文され，その中に同一施文具によって爪形の

刺突が加えられるもの (221)

幅の広い半載竹管による平行沈線の中に同一施文具によって爪形の刺突が加えら

れ，それによって曲線的な文様を様成するもの (172)

半載竹管による平行沈線と一本の沈線とが器面全体に不規則に施され，その上に

一条の爪形の刺突が加えられるもの(223)

5頒 その他の刺突文・押し引き文

a.縄文を地文として，半政竹管による平行刺突文が施されるもの (217) 



.. 
櫛歯状工具による三列の刺突文(208)

櫛歯状工具の押し引き・引きずりによる擬似貝殻背圧痕文(169-171・207)

L
U
 、

浮線文(173) 

変形爪形文と半裁竹管による平行沈線文を主文とするもの(222)

縄文(174-188・209・220・226-231)

無文(189-193・210・211・224・225)

C. 

7類

8類

6類
雷

9~買

以上の器形・文様を組合せた分類が表8-5である。

深鉢A形 深鉢B形 深鉢C形 深鉢D形 鉢 不 明

195・196・198 200 
137-151・164・

212 165 

類lb 153・154

1
8 156-158 159・213 152・199

21 b 201 155・203・215 202・204・219

類Ic 205 

Id 216・218

214 166・167

類ib I 206 168 

221 
4 
Ib 

223 

a 217 

sa Ib 

類 「!C 207 169-171 

6類 |173 

7類 222

8類
1
174・231 220 175-177・180 181-183 178・179

209 226-230 184-188 

9類 | 190 
1時 191-193・210I 211・224・225

!iI 

第3群器形・文様分穎対照表表8-5

出土土器に対する説明を行う。文様分類を中心として，次に，

1類 (137-151・153・154・164・165・194-198. 212) 

幅の広い平行沈線文を主文様とするもの。a (地文を有さない)

である。文様構成としては ①沈線が横走・斜行して三角形や菱形の区画をっくり，

中に木葉状のモチーフが充填されるもの (195・197・212) ②木葉状モティーフの崩れと

捉え得る曲線文が器面全体に施されるもの(194)等がみられる。 196は，木葉状のモティ

ーフが縦方向になり，平行沈線の幅が2類に近くなる点から，本類の中では新しい様相を

示すものである。本類は主として深鉢A形・ B形に施文される。

としたものがほとんど

その

~ 2類 (152・155-163・199・202-205・213. 215・216・218・219)

幅の1*l ~平行沈線文を主文様とするもの。 1 類に比して，地文に縄文を有するものが多



い。文様構成としては， ①平行沈線が単一に数条横走し，それによって区画された縄文部

に渦巻文・曲線文が充填されるもの (201・202・204) ②平行沈線が集合沈線状に横走

し，縄文部と交互に帯状をなすもの (215. 216)等がある。本類のうち， aの一部(213 

等)と c (205) を除いた大部分は，深鉢C形を呈する。これらは，器形・文様構成等に

おいて，諸磯b式の浮線文系土器と同ーの特徴を示しており， b式でも新しい時期に属す

ると思われる。文様構成としては，①の方が②よりも古い様相を示す。

213は深鉢D形を呈し，組雑な平行沈線が水平方向に施される。 200は輪積痕を意図的に

残した折返し状の複合口禄を有する。 205は，底部の突出する深鉢D形で，水平方向の平

行沈線と平行刺突列を有する。これらは，本類中ではやや特異な存在であるが，施文具・

施文法等から同一時期の所産と考えられる。

3類 (166-168・206・214)

本類では， 1類・ 2類以外の沈線文を有するものを一括して取り扱った。

3類 aは，浅く太い集合沈線が条痕状に施文されるもので，復元可能なのは214一個体

のみである。j皮頂部から左右に斜行した集合沈線と胴部の水平方向の集合沈線によって三

角形の区画が構成され 区画内は無文のまま残る。胴下半にも同様の文様帯が構成される。

ぜ 施文具は，櫛歯状工具，ないしは半裁竹管を束ねたものであろうか。器形は深鉢B形に分

類したが，口縁部の轡曲度は弱い。

3類bも，器形を推定し得るのは206一個体のみである。器面全体に鋭利な工具による

沈線が不規則に施され，特定の文様構成はみられない。薄手の小型深鉢である。

4類 (172・221・223)

本類では，各種の爪形文を有するものを一括した。

4類 a (221)は，小型の鉢の屈曲部附近に平行沈線が水平に三条施され，その中に爪

形の刺突が加えられたものである。丁寧に調整された薄手の小型土器で，他の土器とは異

質の感がある。前期後半は，器種の多様化により浅鉢・鉢の出土例が増加する時期である

が，本遺跡では明らかに深鉢から区別し得るのは一個体のみであった。

4類b (172)は，いわゆる連続爪形文によって文様が構成されるものである。連続爪

形文は，浮線文とともに諸磯b式の主たるメルクマールとなっているが，本遺跡では一片

のみの出土であった。器形は不明。

4類 c (223)は，半裁竹管による平行沈線と，同一施文具の背面による沈線とを不規

則に施し，その上に一条の爪形の刺突列が加えられるものである。沈線の施文方向は縦・

横ともにあり，施文の仕方は粗雑な感じである。器形は深鉢D形。

5類(169-171・207・208・217)

爪形文以外の刺突文・押しヲ|き文等を有するものを一括した。

5類 a (217)は，無節Lの縄文を地文とし，半裁竹管による平行刺突文が施されるも

のである。器形・文様等から考えて， 2類のキャリパー形土器と同種のものであろう。

5類b (208)は， 三列の小刺突により文様が描かれるものである。施文具は，三本を

単位とした櫛歯状工具であろう。小片のため，文様構成は不明だが，三角形・弧状のモテ
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イーフがみられる。器形は不明。

5類 cは，櫛歯状工具の押し引き・引きずりによって貝殻背圧痕状の文様が施されるも

ので，器形を推定し得るのは207一個体のみである。部分的には，アナダラ属の貝殻背圧

痕も用いられている可能性がある。器形は深鉢D形であろう。 169-171も， 207と同様の

文様技法と思われるが小片のため器形等は不明。

6委員 (173) 

浮線文が施されるもの。173一片のみである。水平方向の2本の浮線が近接して施され

各浮線上には，斜めの刻み目がそれぞれ逆方向に加えられて，矢羽根状を呈する。器形は

不明。浮線文がほとんどみられないことは，本遺跡の土器群の著しい持徴である。

7類 (222)

東部関東系の，変形爪形文と平行沈線文を有する土器。222一個体のみである。口縁直

下と網中央部に変形爪形文が施され，その聞には平行沈線が施文される。胴下半のS字状

・逆S字状の文様も，文様技法としては連続爪形文と同一であるが，施文原体が異なると思

われる。口縁には条線文を有する。器形は深鉢A形。

8頒 (183-185・209・220)

縄文のみが施されるもの。出土量は， 1頬・ 2類に次いで多い。縄文原体は無節Lが最

も多くみられ，次いで単節RLが多Po183 -185・209は，多摩ニュータウン No.88遺跡

で「かたい繊維の縄文J (雪国1968)とされたものと同類の縄文であろう。器形は深鉢D

形が多い。220は縄文の条が非常に太く，本類の中では特異な存在である。深鉢B形で，

波状縁を有し，色調は灰褐色を呈する。

9類 (191-193・224・225)

無文土器。器形は深鉢D形がほとんどで，底部が突出するもの(225)もある。 191-193・

224は，輪積痕を意図的に残した折返し状の複合口縁を有する。これは本類の土器に顕著に

みられる技法である。浮島系の土器にも輪積痕を残すものは多いがそれらとは区別され

るべきであろう。

， 、.

5 

以上の分類をふまえた上で，第3群とした土器について若干の考察を試みる。

第3群のうち， 7類とした東部関東系の土器は浮島H式に比定される。それ以外のほと

んどは諸磯b式の範時に含まれるであろう。

諸磯b式に関しては，近年，その細分についての論考が相次いで、発表され(鈴木徳雄19

79，中島1980，鈴木敏昭1980，今村1980他)，除々にその全容が明らかにされつつある。

これらの諸論考は，従来大ざっぱに諸磯b式として包括されていたものを，爪形文系・浮

線文系・沈線文系の各々に分解し，それぞれの共伴関係，及びその型式学的変遷を明らか

にすることにより細分を試みている点で共通する。これらの論考以前にも，山内清男(栗

原1961を参照)，西村正衛(西村1966)等により，爪形文系土器群が古式に位置づけられ

てはいたが，細分された各段階毎の具体的な内容について体系的に論じられるようになっ

たのは近年のことである。
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ー
表8-6は，鈴木徳雄・中島宏・鈴木敏昭・今村啓爾の四氏の細分案の概略を筆者なり

にまとめたものである。何段階に細分するかは各研究者によって異なるが，基本的な流れ

としては共通する部分も多い。

鈴木徳雄は， b式の沈線文系土器群を， a式までの「タテ区画」から解放されたものと

沈線文系

:ロ

-・

古
も 幅広平行線文

2 木葉文・木禁状入組文/:鋸歯状文
③ 文機宇都1;1:口辺部に集中。下端を区画。

⑤ 従来の系統上

1) 幅広平行線文

Z 風車状渦巻文、胴部には鋸歯状文
:1) 胴下半まで文機帯化。ロ縁部文機帯の完成。文織平等の多様化。一次区画文の盛行。

④ キャリパー形(胴下半部よりゆるやかに外反し、口縁部lこ強L、屈曲をもたない)

1) 集合沈線に近い密な平行線文

② 風車状渦巻文のくずれ。一次区画文内を孤線文・タテ沈線等で充!il施文o

'>> ロ縁部屈曲による文機宇野の分割

④ キャリパー形(著しく外反し、口縁部で強く内屈)

ー，

爪形文系 浮線文系 沈線文系

(1 有 ① ナシ(但し古段階から新段階 ① 有

之 鋸歯状線(空白部を縦線・狙 への移行期として.北前1住 ② 鋸歯文・木葉文

古
線で埋める)/;木葉状入組文と -御所 1住の資料) ③ 

三角形の組合せ ④ 外反
E量

中
cr 文4益事事は拡大するが、一次区 ⑨ 浅鉢・特殊手IJ孔浅鉢有

階
画線は胴部に1;1:及1;1:"ない。

島 |④ 外反/閥都がくびれる(大波

状縁)

宏
a:， ナシ 有。原体の小径化・筒状化

風車状渦巻(ロ縁).渦巻・狙

状・く状(胴部)

一次区画線の器全面施文化

キャリパー形(口縁がく字状に

屈曲する /靴先状を呈する)

⑤ 幾可学文を有する列孔浅鉢の

無文化

①有 |①

;lrW線文土器」とあるのみ i
lで・ 4寺に記載ナシ |③ 

④ 

新

段

階

. 
・ー

表8-6その1 各研究者のb式細分業 (①文憾の極類・有無 l2.)モチーフ ③文機帯 ④穏形 ⑤備考)
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捉え，施文}I頃序を考慮した上で「変化可能な部分とそうでない部分」を明らかにして土器

製作者の意識に迫ろうと試みた(鈴木徳雄1979)。その結果として， b式は，古段階・中

段階・新段階の三段階に区分された。一方，中島は，東光寺裏遺跡出土の土器を考察する

にあたり，連続爪形文段階 (古)とそれ以降の段階(新)とのこ区分を採用した(中島19

爪形文系 浮線文系 沈線文系

L 有 b ナシ 有

2 波状文・鋸歯状文目それによ 2 木葉文・波状文7
りできる空間には爪形文を縦

に配す

b1 主 主文織帯は I文機帯 (口辺部

文横手持).II文機帯 (胴部文犠

有事)には Rしが倹位回転絡文

11'朝顔状に開く (扇形鰍縁・
平縁)

一部残存 工 有(浮線上におlみ等が施され1:有 (盛行)
2 - ないもの、縄文が転がされる Z 風車状渦巻文・蕨手状

ヲ 一一 もの、丸棒状施文具による重IJ ~ I文様帯には上記のモチーフ

'4 - みが付加されるもの) E文綴平野には何段かの2-3

Z 蕨手状・狙線文風 組の平行沈線

皇帝
b2 ③ I文綴帯に上記のモチーコ ④ キャリバー状

{古) E文様車絡には繍位浮線 ⑤ 窟状・猷面把手有

木 ④ キャリバー状(ロ縁の内聖母度

弱，大山形状縁)

敏 ⑤ 蜘把手口唇部似阿苦1li

有

日百

J， 有 (浮線上に矢羽恨状の華IJみ 』エ 有

目)

② 渦巻基調のモチーフ・凱線・

b2 波状

(新) ③ b. (古)に同じ

@ キャリパー状(内轡強・小波

状縁)

ナシ も 衰退 (鋭〈繊細な矢羽根状の 主 有(集会沈線文)

刻みが加えられる) 争 入組状渦巻(l-a，II文機帯)

渦巻 (I-b文織帯)

~ 1文機事停が屈曲部を境に上下

b3 に分割。 E文織帯には集合条

線による平行沈線文(但し上

部には入組状渦巻が施文)。

④ 「くつ先状」キャリパー形 ( 4 

単位山形波状縁)

表8-6その2 各研究者のb式細分案

一五一

ー

~ 

. 
司

~ 
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. -

.J 

. 

爪形文系 浮線文系 沈線文系

① 爪形文/爪形文と隆起線 :百 有?(ロ縁の内轡の弱いもの、 ① 有(平行沈線文)

b ~. 弧状・木葉形 浮線が太〈浮線聞の間隔の広

(古) ③ a式に近い (上・下限を区画) いもの，胴下半の水平方向の

④ a式に近い 浮線が少ないものが古い)

① ナシ ① 有 ① 有 (平行沈線文)

4.37 h ~ 渦巻 (口縁部) ~③④ 浮線文系と共通

③ 下阪が不明確 ⑤ ロ縁の貼付文 (獣面が多い)
ヰサ ④ キャリパー形

啓

エ ナシ 1) 有。b式新段階の時間幅の中 士 有 (集中平行線文)

爾 で急激に減少 (細〈繊細な浮 雪 ロ縁部渦巻文の退化，胴部平

線) 行沈線聞に渦巻文.縄文部と

うE数本一組で水平に加えられる 集合平行線が交互に帯状をな

b ③ 一一 す。

(新) ④ キャリパー形 ③ 下限の消滅

Z ゆるやかに外反(平録)

キャリバー形(くの字形に内

折)

$ 鮎付文の発達(外反する器形)

表8-6その3 各研究者のb式細分案

80)。これは従来の b式二分案の延長線上に位置するものである。このような研究をふま

えた上で，鈴木敏昭は b1- b 2 (古)→b2(新)→b3という 4区分を提唱した(鈴木敏昭

1980)。これは，器形と文傑帯の変化とを関連づけながら，文様の変化を爪形文・浮線

文・沈線文の全体にわたって捉えようとした試みである。 b式の基本構造を「反対称」

とし，それが崩れてゆく b3段階を文様構造の大変革期と捉えている。

これら埼玉県を中心とした研究とはやや傾向を異にするものとして，伊豆諸島を主たる

フィールドとした今村の研究がある (今村1980)。鈴木徳雄と同様，三段階に細分してい

るが，その主たる分析対象は浮線文土器である。この研究は，最近発表された諸磯式の施

文順序に関する研究(今村1981) とあわせて理解されるべきであろう。

以上のように，各研究者間には名称・型式内容の不統ーが存在する。また，本遺跡出土

の土器には，これらの編年網には含まれない土器も多い。そのため 本遺跡出土土器に対

して，安易に細分された型式名を用いることは，混乱を招く要因となりかねない。そこで

ここでは各氏の編年を念頭におきながら，出土土器の概括的な住置づけを試みる。

1類としたものの大部分は，諸磯b式の古い時期に位置づけられる。本類の中での新古

関係は，器形・文様構成等じよって決められる。 196・198等は本類の中では新しい様相を

示す。また， 5頬bとした連続爪形文も， b式の古い時期に比定される。

これに対し， 2類aの大部分， b， d，及び5類 aは， b式の新しい時期に相当する。
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このうち，深鉢C形で沈線が集合沈線状となる一群が最も新しい様相を示す(215・216等)。

2類aのうち.200・213.及び2類 cとした205は，器形・文様構成等において本類の他の

土器とはやや異なるが，施文具，施文方法から考えて同一時期の所産であろう。また.6類

の浮線文土器は 2類の沈線文土器と対応し. b式の新しい時期に比定される。

3類 aは，器形・文様構成等から諸磯b式の可能性が高いが，広く浅い集合沈線は該期

の沈線としては異質であり，更に検討を要する。

3類bについては，類例がなく， 一応不明としておく 。

4類a(221)は.b式期に出土例の多い小型の鉢である。本資料は， ①胴部が「く」字状

に屈曲する， ②口縁部の断面は内面が次第に薄くなる片刃状を呈すと「， ③文様は屈曲部に

限られる， ④内・外面とも丁寧に調整される， ⑤胎土には精製された鍛密な粘土が用いら

れる，等の諸特徴から，古和田台遺跡出土の赤色物塗彩土器No.1 (和田1973)や針ケ谷北

通遺跡出土の赤色物塗彩土器 (土肥1975)にきわめて類似する。但し，本遺跡例には赤色

物塗彩はみられない。

4類c (223)は，他にあまり類例をみないが，施文具・施文方法から考えて，やはり

諸磯b式に属するであろう。

5類b(208)は，西之台B地点 (小田1980).東光寺裏遺跡5号住(中島1980)に，

2列の刺突による近似例があり，諸磯b式と思われる。

5類cは，貝殻文に類似した文様を有する点から，浮島系の可能性もあるが，貝殻背圧

痕文は浮島式の文様構成要素にはみられない点から考えて，やはり b式の範時で取り扱う

べきであろう。

8類・ 9類は. b式の全般にわたる時間幅の中に位置づけられる。8類とした縄文のみ

の土器が多くみられることは.i'尤線文系土器の盛行とともに本遺跡の土器群の特徴である。

b式の縄文は，一般に単節RLが多くみられるようであるが(中島1980等).本遺跡にお

いては無節Lの方が多くみられた。8. 9類は，器形・文様の変化が少なく，細分は非常

に困難で、ある。但し，外反する口縁を有する231は古い時期に，内側に屈曲する口縁を有

する175-177・180等は新しい時期に属するものであろう。

以上を概括すると，第3群とした土器群は，諸磯b式の新しい時期に属するものを中心

として. b式期のほぼ全般にわたるものであると考えられる。

ここで注目されるのは，本遺跡、における爪形文・浮線文の稀少性と沈線文土器の多量の

出土である。沈線文系土器群は，従来の研究では主として爪形文・浮線文系土器群との組

合せによって捉えられていた。しかし，本遺跡においては，これだけ多量の沈線文系土器

が出土しながら，爪形文・浮線文を有する土器がほとんどみられない。もちろん，浮線文

が衰退する b式の最も新しい時期には，沈線文系が該期の土器組成の主体をなすわけであ

るが，本遺跡の沈線文系土器は，前述のように b式期の全般にわたるものであり，時期差

を反映しているものとは考え難い。

このような点からみて，本遺跡における沈線文系土器の盛行については. b式内の地域

差を考慮せざるを海ないと思われる。諸磯式に関しては，種々の編年研究が存在するにも
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かかわらず，地域差を詳しく論じた研究はきわめて少ない。本遺跡の資料は，従来の編年

網では理解し得ない部分が多く，地域差を考える際の貴重な資料となろう。

近年の発掘数の増加にともない.諸磯期の遺跡発掘例も増加し，特に埼玉県では b式に

関する資料がかなり整ってきている。しかし，東京都，神奈川県下ではまとまった資料が

意外に少なく，比較が困難である。今後の資料の増加が待たれる。(羽生)
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Table 6 、
m上層 状 態

Ki~} m土[{ お 主 t品
色

同町 If 
lレ""/1.-1 出I't 燈成 胎 土 調 調 盤

137 B2 
下 .草鉢

I~ 
7醐舗の宇佐竹管による平

0.9 良
1治・ にぷも‘尚

1 - 1 lti1:線。口持部に即Iみ日 細紗・中様を含む にぷい梢 ヨコナデ

138 A 1 
外 .1E鉢

r~ 
5 ... 輔の半佐竹智による平

0.8 良
市. t!ttの細砂・ 時制

110.391-11.2251 !ii1:線。口将郎に劃jみ11 中礁を古む によ"制 ヨコナヂ
同一個体

139 B 2 
F ， ~i主

1.1 
外調のU給部下の調笹:~不

0.8 良
省 JI;~制

110.582-10.47011 l'分 Htの細砂を合む JI ，~制 ヨコナヂ

140 C5 1:1 
6酬帽の'1'位竹特による平

1.0 良
神i 制

111.2031 it，;t線，llHi怖に縄文 細砂を古む 制 ヨコナヂ

141 A 2 
F 11 

5聞紙の平行i"t線が不問1111
0.9 良

潜 問赤制 t日;4タチナヂ

111.0071 l二斜!i， Htの細砂を古む に_，.ぃ尚 ヨコナテ

F 
制
6酬舗の""1<竹智によ る;1'

良
¥-t; によt‘倒 ヨコナデ

142 ..¥2 
110.805， 付近.ワ随片 ii'i'A:紛が愉，t

0.9 
j;]，tの細砂を含む に_，.い制 ヨコミ カーキ

ド
制

6醐舗の r，~竹智を 111い た
0.9 良

神j に_，.い赤鰯 タテナデ
143 A3 

111.2571 平行沈綿l二よ る助tt状文 事!ttの細砂をrct- にぷい赤禍 ヨコナデ

111.1ぷ10.75811
同一個体

A3 
制
6 ... 輔の・l'位竹膏を111<‘止

0.7 良
¥;; によい偶 ナナメナデ

144 
R 3 干It沈線によ る幽線文 j;!ttの細砂を含む によい制 ヨコナヂ

110.849-ド10.858J
刷
6田輔の'1'位竹管を111<‘た

0.8 良
宮 にぷい赤制 タテナデ 焼成後の2軍孔を

145 A3 
平行沈線が情，t.料H 綱砂を合む に.，.い制 ヨコミ ガキ もつ

ド
制
約5醐輔のl'依竹符によ り

0.8 良
害; lニ_，.い赤制 ナナメ ミガキ

146 ..¥2 
111.0871 情，tする平行沈線を抱文 J.1tの阻砂を古む lI.l制 ヨコナデ

147 D5 
ド

刷
7m・舗の鈍い1'1<竹脊によ

1.0 良
市. j;]止の飽砂・ に_，.い黄抱

i10.4731 る平行，1:線を弧jk:ニ純文 小"を古む 1長置 ヨコナヂ

148 s4 
中

|刷
5mm輔の宇佐竹管による平

0.9 良
市.j;I，tの細砂.'ii:. によい赤制

111.3831 Hit線が交叉するように斜if 沢のあるft位をr!iむ にぷ"貨制 タチナデ

149 ..¥ 1 
外 5 ... 舗のl'位竹符による2

0.8 良
市 に..;: ~ ・ 抗制

111.2871 ヨーの平行沈線を111<‘た曲線 j;]止の姐砂を古t. に ~j:psw制

世ト
制

r，~竹管による平H沈線が
良
司百 に..i:..‘削 タチナデ

150 A 3 
(11.2571 l条愉，t

0.7 
Htの細砂を古む にぷい制 ヨコナデ

151 A 1 
世ト

!i04 
自肌・輔の・l'戯竹符による平

0.7 芹通
1晶f によ"制

111.1491 it沈線がlt!情，t j;]止の細砂を;'¥'t.1111祖i

152 s 5 
ド

制
3聞舗の :I'~竹管によ る平

0.7 良
省 lニ.;:..‘障制

111.2951 lf沈線が備，t.制ff 綱砂を古む l二.i:..‘貨制 タテナヂ

、「

153 E6 
世ト

制
煙節LI ~縄文+情 ，t. ，p.，1!' 

0.8 良
'If; に..ia‘尚

110.1601 状'l'lti1:線 細砂を含む lニ..i:'"幽 ヨコナデ

'一
154 D3 

Eド
刷
羽状縄文+且闇輔の'1'位竹

0.7 良
2定 l二_，.い赤尚

110.0441 管による平itit線 細砂・中鍵を苫t.l二... i:l.'刷

155 C4 
下 成 .I I;. ~ ，;;鉢ー

IJ 
単節R11:縄文+3醐舗の

0.7 良
;古.罫 ~tの網砂 ・ 1託制

110.6111 キャリハー形 下位竹膏による平行沈線 小礁を古t. l火尚 ヨコミカーキ

156 A 4 
中 ;喧jkl~;草鉢雪

11 
'1'位竹容による愉，t平行.1:

1.0 良
¥1邑 によい尚

同週個体
110.5881 キャ リ，、ー形 線を1島合沈線j);に施)c， 制砂・ 小礁を古む によ"制 ヨコミ カーキ

157 s4 
中 .世lkl仏軍鉢

1I 
'I' ~竹脊による抱雄な平行

1.0 良
時i じよ"抱

111.3781 キ， リハー形 沈械が情，12 細砂・小礁を古む に，目、‘抱 ヨコミ ガキ

158 E6 
ヰ3

JJ 
半舷竹'iYによ る平行沈線を

1.3 良
'1Ii に_，.ぃ貨I(!

110.3621 車合~線lk に縄文 細砂・小e曹を合む 1正前倒

159 A 1 
外

I:J 
宇佐竹膏による平行沈線を

0.8 良
¥;; 時制

111.5151 血合条線状に施文a j;]，止の租砂を企む 1正前制 ヨコナデ

160 B5 
F .虚.tJ:1乱:u事。 1] 宇量竹膏による平lTi't線をE台，t 1.1 良

自回己 によい赤側

(ー ) 線状に施文句1.111に刻み宮 細砂・小嶋を合ιIによい赤禍 ヨコミ カーキ

161 C5 {川~11.39011 制
半位竹管による平行i1:線を

0.9 良
?も・ にぷも‘赤側

UI合i't線状に経文 細砂・小礁を含む にぷも‘嗣 ヨコナデ

162 s4 
下

制
半値竹管による平fTi't線が

0.6 良 * 
にぷい尚

110.6131 混合沈線状に備，t 混入物は世(;ぃ 赤制 タテ ミガキ

163 s4 
下

制
半値竹管による平行沈線が

0.7 良 * 
時赤制

(10.870-10.6781 111合沈線状に陥志 i且人物は少ない によい赤制 ヨコ ミガキ

164 主2
下

!H 
$'15mm舗の半位竹管を111<‘と

0.8 良
事; に-..い柑

110.9781 平仔沈線を瞳i維に情1主施文 j;1止の組砂を含む によL‘尚 ヨコナデ

165 A 2 
ーF

月同
本15mm舗の半依竹管を111<‘た

1.0 良
;苦 にぷU術

111.2621 平行i-A;線を組維に備位施主 事j抵の組斜、を古t.にぷい制 ヨコナデ

166 日5
9ト

IJ 
呆fUl此の'1'仔j"t線

0.8 良
~定 に_，.い貨制 タテナヂ

1- ) j;1止の担砂を合む 明赤綱 ヨコナヂ
同 ・個体

167 s4 
ド

刷
最f似たの平li'i't線

0.6 良
1首5 にぷい貨制 タテナデ

111.3861 J.i止の組砂を企む 明赤制 ヨコナデ

168 A2 
l' 

肘
鋭利な工具による沈線を不

0.8 良
;苦 にぷい赤制 タチナデ

111.4761 司1II1Jに施主 'J>J.tの細砂を古む によい赤醐 ヨコナデ
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Table 7 -、

番号品土区
出 t Ijf 

窃 形 部位 主 t車
状 態

考備
iレ-<，ル} お~{. 建.bll 胎 土 色 調 調 鐙

sド 桝 I櫛信jJ;工Hの押L引きによ l点 制11<
169 <; 5 0.8 良

制11<'10.8151 るlHl1t'1:!lljf. Z 制S告を[1;む

aド
制
帰倫j!!工Hと考えられる施

0.7 良
盆 U，}制

1 - 1 X!¥による押二引き Z r.1I肉細砂を合む に..;:1.‘赤制

F 
刷
指f白状工Hと考え られるre

0.6 持通
司E ;ニぷもし年制

111.l501 ZJl.:二よる押'...'JIきZ Jlttの細砂を:'tむ にJ目、品尚

172 I B I 上 |射… 1.自 良
':11 l二.，.ぃ#制

111.4631 必線と爪形Z 相砂 .，卜鴎を;c!.: によ¥.悶

173!1 日4 F 
明
単節 R11. flU~ I'" 転縄文+

1.0 良 * t.:..;:い揖抱

jL5 110.902 -9.5641 一吋の矢羽~k ， ;.線文 細砂・中嶋を;ct l二.，.い前借 ヨコナデ

'C2 ド .事鉢邑 1'11.~k 細腕~!料節 R ti:縄文全備
良
i告 によい晶尚

口 0.7 
110.657-10.1341 1'*昔 Ill'!l転縄文 世祉の細砂を合t. 問赤側 ヨコミガキ

下 e鹿状~!l;疋鉢，
f1 
Jll節 RII_縄Zを備Ii[凶伝

1.1 良
iキ. に..;:t.‘但

111.0221 九怖~l: l lhl 施主 事祉の細砂をfct. 制1正 ヨコ ミカキ

'十 ぷ鉢外片H
11 

.，1節 R11:縄Zを峨111"1伝
1.0 良

市. r.ほの細砂・ 1正黄'"

111.054. jklJl!l 抱Z 中鳴を:l'む 11< 1(糊 ヨコ ミカ‘キ

I~鉢九t事~!、 引節 R11 縄文を陥f~I"1転 ~of; .細砂・中曜を
1771 - ，-1 1.2 時過

:ニ."い貨問

111昔 結文 :ct. によい首相同 ヨコナデ

178 F. 5 
ド

肘
胤節 Rti縄Zを将位凶転

良
首; によい赤側

110.1751 施主
0.6 

細t~ を合む 11<尚 タテナテ・

ド 明 .，1節 R11:縄文を州立luJ転
0.7 良

¥t;.世祉の綱砂・ 11.1赤11<

111.1561 小E曹を含む lニ.，.い制 ヨコナデ

ド ， 1Ì~kl量i漂鉢‘
1-1 
瞳節LI ~縄Z を flHol' l'ojf，i

良
直. 世肢の細砂・ :':'..;:t.‘悶

110.142-10.4031 内片 JJW I~~ 縄文
1.0 

中S聖を3't. によい11荷'"' ヨコ、ガキ

181 
84 ド 平~!l ;宰鉢 111 

IJ 
瞳節 Lt ~縄Áâ:備 I~.l"'fl:

0.8 良
，t; :1.¥尚

C4 110.345-10.9601 伸~111!l 施Z Z祉の槌鈴を;c(: 以前倒 ヨコナ予

182 ' B 4 
F 深鉢九IfH:

J_J 
員節 Lt ~縄文を情f~lul fl:

0.8 良
iキf 1長賞制 補修孔をもっ

C11.0101 1I1!l ~文 制砂を ~t. 1再揖尚 ヨコ ミカ.キ ‘' 
，:;i.~ IIH:'刊

11 
がりのゆるい毎節 Lt ~縄

0.8 良
待'"細砂・中織を ;二..;a‘抱

1 - ， をf揮<fl:る 主を備は1"1・i~X ;c t. によい砲 タテ ミガキ ，. 
ド

制
f織りのゆるい匪節 Lt ~縄

0.8 良
.+;. r.1ttの祖砂 ・ によい同

9.765' Z を~If主 '''lf， .réZ 'ト織を3ιI :1¥ ヨコナデ

185 E 5 
ト f哩りのゆるい包季節 Rt~ 縄

0.7 良
¥t; :ニ.，.ぃ刷 タチナヂ

， 10.052. 容4 1 2 を~H制"lf，l'é 7: t'止の細砂をたι- .ニぷ1・制 ヨコナヂ

良
lも. J，'d;の細僻 ・ :二.i:1.1制 ヨコナヂ

1.0 
世1止町中鳴を合ι・ :二.i!I.'抗削 タ子十号M

ι 
同一凶作

中 l 二 ~;a ‘持制
刷 0.9 良

1 - I tltt何軒BfY告書む 11< .町制 今予'

ド
制 良

:も に.，.い削

， 9.3331 
0.9 

'y!tt肉細砂を古t- l火制 ，テミガキ

189 E5 
F .;i事

11 
睡X，I.J特郎に 1t."~U ! ~

0.7 良
'5; iニ..;';1.、d字削 ヨコナデ

IIO.IE' による剣みH 繍砂を合t- に.，.、‘寺僧 ヨコ ミガキ

ド J直~k*!l ;草鉢 竃主 ¥t; 制1正 ヨコナデ
190 ， A 3 

111.178、10ι94'九仰状W !l
u 0.9 良

tltt肉細砂を古む lニ..;.a‘制 ヨコナデ

191 E3 
F 平l!l;宰鉢.IJ "'"文 良

;f: ""長 街頭タ チナデ
J_J 0.8 

19.493、95531 付加;討を~k t~tの姻砂 を古 ι・ :ニJ刊‘樟抱 ヨコナヂ

192 C 4 
ド 1'I!l;疋鉢ー1I

11 
恒主

良
i匝 tニ.，.い赤'" タテナデ

110.7461 休部 :~rw!
0.8 

細砂を合t. じぷ1‘赤尚 ヨコナデ

193 I .~ 3 下 JJ!*i:~鉢， 1 1
良
¥t; 1両陣I 術鋭押If

日3 111.331-10.9171 t昔:1!::1flm
0.9 

制砂を合む 11<制 ヨコナデ
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Table 8 
-、

刊~ ~;. ;去 l止 総 形 文 t車 状 態

11 i.量 .~j字形土 Pι ~i: i刊から W~i百;に 7-8個師の・1¥依竹管による平行it線をIflいで.i!.j函 出土樋 上・中・ F・外
鼠径一一 向って.:;t.:;t.'紅線自・Jに1瑚くと考 'd宇に施文される=‘宜線は底部付近では繍;hするが. 伐存ロ緑釘・刷邸

194 
~l 大 íf 一一ー えられる。口絵lt級かな日形の 口録郎ー胴上 1¥却にかけでは.担維な木ii文状のモチ 焼成普通
r.i .:":i - t庄4J:を生す， -7がfe績される ‘士線l孟太<.邸分的に:1単ーとな 目古 土 *.担砂を会t'
.存 I，t- る IJ縁Fに-k.tの繍修孔がみられる。外面は縦方向 色凋 m・1日制

」 L 
のナデ.内面;主備方向のナデによる調笠。 lIt制

v 

目





Table 9 

保F~} 11己 r:i 形 文 f最

日係一一ー i疋跡形上 ?~j o 胸部から"付加に 5...幅の'1~~竹符による平行枕線を用いて.包面全体

Ij~ lfo 一一ー 向-，で級かに外反L.'ru~部で に文仰をM!-t.，t線が俄走・斜行することにより三角

u火花 121.2) やや内勾気味に J【1:る。miは 形のほ幽帯をIliη.区画内を本義文状のモチー7で充
195 出向一一 111 形.世，1M~ 耳障させる。制下 'I~舗ではit線は繍ÆL. hi:部付近は無

ず.~ I，t - 主になる 外衝は.口縁邸は縦n向.胴郎:.t繊Jj向の

ナデ湖~。内I商 l立備方向のF量生ナデによる凋鐙がなさ

れ..畠?自み仰のみられる;四分がある。

-17-

4k 態

III土層 1:・中.f.外

残存 u.昔邸・刷:'tG
t蝿成良

H古土復

細砂を合t.

色凋明綱-lIlf赤J長

赤網
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Table 10 
-、

1ft ~;. ，去 I，t 出+ 時長 -i{ F晶 tl: 態

11 (量 深跡形上:~九刷:\1:から 11付:\1: 1 ニ 4 - 5mmの鋭利な下位竹管による平行法線によって. IU土梢 ド・外
Iκf壬一一 向ヮて.ほとんどくぴれず級か ?l而 '~f事に文"が施される。口械部に沿って. 2条の 残作日給tflS・胸部

196 
愉k徒 一一一 に外1正し .11給:¥1:でやや内符筑 '1'行沈線が+荷主 L. それより下の郎位は斜行・事副長i"t 焼成良
出 .:':j- .辛に.:r.J:がるものと身えられるの 線によって縄文される。制下下郎には愉准沈線のみが H台土 a.祖砂と少101の中嶋
.#. Ilt -ーーー 11*"1正綴かな波状紙。 胞される. を合む

色調明舗、'I1制

明綱ー1高綱

司自

-111-
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I able 11 

が;! 品、 形 文 様 備 2主 -、
11 li ぷ鉢形 1:加。制fHjからIU-昔i'tUに 6胴帽の'1'位竹符による平Ifr.!:線が陥£ないし斜ir'r lU上旬4 中・ F
'i( i主 一一ー 向って健かに外f:i.L， 'lIhlli形を ることによ っ で:f~形の I-{I岨掃を情成 L. I~幽内に本 使作 114m;
砧}d圭一一 ¥1すると身えられる刷 議文4史的モチーヲが定以される.内面は繍IJ陶のナヂ. 焼成?普通

197 l~i ，:":; -一一 外価1.1:縦Jj向のナデによる捌蛾. 胎土 a.J;I，tの粗砂・ '1'8哩
まf. :.t 一一一 を;'st:

色調にJ日‘oltm
に」目、持惚

1 1 !i 4主体形 1・泌 hi;，ll; Il・4刷 1'，I ' ，l~ 5胴似の'1'依、汁符による 'J!lt泌総をm<‘で弧線文・斜 IH上11'1 1:・中 ・ド・外
1)( i"t 一一 1;ニー… 11付 i1~'(' it線主をfer. ，:.t鰍の縄文はやや粗維になされ.平II' 伐 (f 1 U喧:'$・刷拙
1" };ii 一一 l人j~~~ ~t叫. に J正 1: る ?:l形を 'Il.t る i'.t線のー }jの条が消えでいるm;分がある降必rrI:'$Fに 焼成良

t. ~;っと身えられる。 114昔 I~IJ ，形 f王2聞の剣4忠実起をl泊f.tする.外耐l主情 }j向のナデ凋 月古土 管.f. J止の組砂・小崎
がは一一 l鍛e 内I耐l孟. JJ総郎:.1:情}j向に何1ftされ.月Hi刊は131}j を合む

向のナデ剥p.. 色調明赤'"
明赤制

i ~ ， J : ~ 3 -4mm"'-1の l'依竹将による-'i'ii'i.t線が備，1:1一る.fe &'11土肘 1:・中・ド・外

i IJ~ ， {主一一 文は維であるー外耐1.1縦}j向のナデ.内面1:縦{主 ，131 伐 (1. 刷却

199 i J~υ、花一一 {立の軒l'‘えカキlよよる調笹圃 焼 blt b! 
胎土 æ. 細砂を~む

尚北一一 色調 11月赤制
1111赤制

I I 'f ぷ鉢~， I:7;I . J Ih!:立・I'.~であり. 5....事i:GTlF俄竹符による・!とir，:.t綿が繍，とする 縄文1: H'~土材中・ F
げ F 一一 |l !?Ml;:t非常に・駅{1<られ・指 tlL雄である噌 健作 11綜却

:?OO ;I~ 1・~ p' 日fiによる1空耳針Hカrみられる。 11 憶 I，lt 良
ltNi，t 持f白川和1111C 1'11): Mf，' 上官，細砂を合t-

'(i 1，'(: F.~さ れる 。 色調叫1.か制
lijl'*，制

、1・

-21-
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Table 12 

岳・~} t去 hl 路 形

IJ I量 ぷ鉢形土23.刷郎からIJ.量出に
正~ 1圭 一一一 向って外反する ~I，筒形を宮する

201 
101:大径一一 と考えられる>1-'*暑は山形e直4k
2:1 高一一 S棋をなすー
干手 ほ一一一

11 11 ぷ鉢形土F3.外ばする刷ilG硲片
~i: 1王 一一ー のみ，

11大f王 一一
202 ?;i .:6:i -ー一
干:f. I.t -一一

11 1量 ，まS字形上 ~;I I.i'li刊から外I;_しつ
~i: 1.圭 ーーー つIJh!o)l;F"左大if部分に続〈キ
“大it 一一 ャ リh ー形を官すると巧えられ

203 1;1 市 一一ー -:>， 

存 1止一一

文 f高
単節 R~ t縄文を?1函t麗に繍1立凶転縄文L. 4回舗の
半~竹符による平行i:l;線がその上に縄文される。;士線

l主情;E・斜行しで三角形の区画帯を作η. I~画内に幽

線によるG:l頃立が充壊される.内面は.日hlm:でI幻薗
万向のミガキ.刷舗でLt縦方向のナヂによる凋盤。

単節RCt縄主制創立l凶転縄文させ地文とし. 3-4聞
脳的 l三位、竹持による平IT;":I;線が縄文される.rt鰍11備
危ないしは糾行して区画帯を作'J.I互岨内に1;1.渦巻文
が先場される宮内面はほとAど綱墜されない哩

備はl"It<:m!ZのIlt節 Rit縄文を地文とし. 3mm舗の1
位竹'iTによる平行;:1;紛が情屯する。内面は. W!t;)I;で
11繍Jj向の ミカーキ.制舗では縦方向のナテ'じよる湖盤

倫 ~ 
111土柄 上・中・ F・外
峻存口t量$.胸骨5 ・ li~;)I;
焼成良

月古 土 i!1.細砂・小穫を氏ι-
色調明赤側ーに ~;a ‘制

11荷赤側-.'U制
出土柄下・ f.外
伐存劇部

焼成良

胎土やや租.f;I，tの細砂・
中僚を合t

色調峨網~に.，川、抗lij
制~開制

出土制中・ F・外
残存刷，'fl;

t量破良
胎土密.倒砂むよL'"少I，tの

中療を合む

色調:A尚ι 制

:1¥制ーω

、

、

同

，. 

-. 

4 

‘ 
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Table 13 

lft: ~} i1: ~t jlj 形

IJ 1! t署長字形:1:，;1.

ほ 1! 一一ー
険制量一一

204 
お尚一一ー

守 "t -一ー

11 ft ぷ鉢形.1:稲田氏泌が'~m !... . 刷

ht 1量(16，81 i叫がき hl，で織かに勾幽するが.
205 
u大任 一一ー 't!事的:二:!:!l氏鰍J，'}I 二 I~I ~ つつ

問 。勾 ー一一 "*昔，)1::ニ至るお形を寺すと丹え

干'f. I.t 一一一 られる，

" 1壬 ぷj~形上泊。制òlj;から IJh!ò)l: :二

li主 任ーーー 向ー，て純か:ニ外l.i'_， UJ.、任を

206 
A~ 大 t壬 ーーー も つ U*~ ;)I: F で志向や内~Il十る小

~~j .fJi 一ーー ~~で滞干の t ö.; . 11綜:.H耳かま

ずよ J，t - ，直4去をな~. I J梓a!;:J:;導く(¥:ら
れる

文 I;~ 

Jド市に細かい!tti!iiR't縄文を繍{立l"lfi縄文LJ也文とす
る 。 その 1::ニ 3mm舗の 1'~竹管による'I' lh''(;線が結文

される.i .... t鰍l主.怖心・科IfしてI主幽併をつ〈り.区
l岨内に;ょ渦巻文が先織されると考えられる.備£沈線

I.tI.必;)l:u¥1こまで施Iされる a 内面It，!II}j向の雄主ナ
ずによる訓tl.

4mmilólの'1'依竹特による l' if ，A;線が倫，主 L ，口給自，，~，

刷却に1;;1'h1! Z共による 2列の剣先が儲けにめぐる。
市'J突 1.1:(i }j向から ifhれる咽制ド 1';)1:1:草壁文。路面調
慢は内外とも， IU陸部;:.1陥}j向.制点目1':縦 }j向のミカ
キによる。

んさ 1-2mmol)鋭利幸L共による，'U唱が総白i'Ef事lニ不
IlI.II'JI~.t! Z される ， 外d司法縦 )jf古1のナヂ， I付I面は情}j
向の十テによる』司祭か胞されるが， ，刊分J，'}Iニ伯IIIIUが
みられる

備 ~ 
t'I~土I(of 1:・中・ド・外
使 (1 刷揃・ほ;溜

焼成良

胎上官官.m砂および少I，tの
中健を:，(: 

色JI!l "11泌~剣
11;'1尚

/b土材中・ F・外
使 (f Jj維郎・制部・“指

焼成良

H古上官.細砂・小僚を:i"t，

色凋:ニ...i:t，・ω-Ia
に..j:¥¥m

/liよM 中・ド・外
使 (f 1-1*陸部・桝郎
焼 b!t 路通
四台上宮. thlの細砂を合ι-
色凋 U荷縄ー明尚

"11制~術

- ~ 

-、

‘. 

4 . ， 
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I C瓦UIC矛 I"T

A=n ?よ I，t 正i 育長 主 f品
11 I量 ぷ鉢形上F品 /iE:WからIJ*昔IWに i!:l l而'0': 1事 i ニ 1l~1tfElR~史的文織が絡される。櫛f臼状工

正主 任 一一ー 向 Jて. :l. ::.'ifi鋭的に閣<~由形 Hの1Il'L.)1 ~・ '11 きず η によるものであろう。相軍備は

u大it 一一一 であろう。11*11:シHIl. 主として 3~ドを 1 単位としている . まえニ.部分的には

~J ，:":j - 1"~1 1t崩 に よる押児施文がなされている可能作ーがあるの

201 :存比 一一 11竹舗には.外面と同ー と考えられる縄文具による剣

み11をもっ 外商IJ:備方向のナヂによって絹暖される
が.Et蘭の~H客がみられる$分もある . '.~II れ Jj も伊'1.

にj![い状態である.内面銅盤は. "*昔話では備方向の

軒l'ペガキ.制部l主繍方陶のナテ'による。
IJ 11 -一ー ぷ鉢形 1:出と崎えられる 悔t晶状工具と考えられる健文共をHれ‘て. 3列の剣突
~'E f王 一一ー l二よヮて i角形および~状のモチ ー フを錨〈。車1):定的

IolJdを ーーー Jj向11 '乏してい告".外面は縦)j向のミガキ.内面

208 出t 心i一一一 IJ:愉Jj向のナデによづで綱墜されている.

千'f. I.t -

一 司 -

晦 It 
出上地f 1:・中・下・外
伐 (f 口維部・刷i祁
焼成良

胎上宮

少比の綱砂を;'iむ

色調:~\袖l- I>'i í前倒
以前-H月前倒

m土地4 上 .F 
残 {f 刷;溜

焼成良

胎土密.Htの組砂・ '1'機
を合む

色調にぷい赤偶

に，.;:!.¥抗同

、

. 

、
' 

. .' 
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冊り V正 Ict t.i 形

11 it ぷ鉢形土出".刷舗が外liL. 11 
1正 i査 一一ー t昔flllドにあるu大it部分で内kll
U J.、 j~ 一一 してuh¥illl:二烹る.キャリハー

209 出 .:'!I - 形を・4する と身え 4れる.

苦~ l.t 一一ー

11 i圭 ーー一 ぷ鉢形上市書liE:部からIlhli刊に
~'( if - 向 ・，てやや外事ll -r る小~~深鉢と

210 
~U~伴 一一ー If;えられる一"*昔11'1'*昔。
桜山iーーー
作 I，t 一一ー

11 f長 I~j.字形 1: ;>';; 固 b":lß から"*"却に

li' j色 ー一一 向 ，(u'i鋭的tニ聞き.IIU舗が

btki王 一一一 tl ，~ 外ばする小型ぷ鉢とIf;えら
211 

?~j .!':i -一一 れるーIlt!!:主'J'-給で. IJ村:'$:1

谷川 一一一 海<(1'られる

文 側

?;ii面.... ~t'伺 t二 哩節 L t ~縄文を. 1，としでw主l凶転施文 r
る。条1111にはやや1II1r.Mがある，内面11.繍 !n旬のナヂ
による淵箆.

時 )l: . 外I面は.縦 Jj向のナヂによ a で調~されたのち.

IIH:'$Iニド:}!-" 愉 )j向のナヂによ-，てさらに調穫され
る.内面lム 11*":'$では繍Jil古1.刷:'$で11縦 )jJt司のナ
テ'による.lIlI~固

匝文。 外由捌~I主. 1 1t~部が備 !j向.胸部が縦 !j向の

ミガキ 内偏11. II*~泌が愉 !j向のミガキ.制:'$では

縦 Jj前1のナ""1ニよる凋p..

/ 

-29-

4民 態
:H上橋中・外
処 (F 刷:lG

却t ，，1( I事通
胎上官. ~I，tの軒l砂と '1・時

を会む

色調に..i:t.¥"島尚ー川I.J¥，尚
U措赤相暗ー亦制

m上嶋 中・下・外
伎作 nu:'$'刷部
娩世帯通

町古 1: æ.III，tの軒l'企~ .'r; ' .. ' 
色凋亦制ー'"1亦制

み輔~-'QI・島尚 ・ 引 1M

mt:1t4 1110ド・外
健作 Ilhl:'$・削指
焼 It¥e:良
胎 1: 宏.少I，tの制ft"';， ，_， 
色 調 n晶尚ーみ尚
nll.A'，制~川.A，制

、甲h
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lable Ib 

番37 p占 .!Jt 揖 IfJ 
11 if (32.4) t事鉢形上 ?~1 111 劇部品・ら IUII却に

IJ¥: 1王 ーーー 向っ (tl<外反し.11付加でや
u大任 (34.4) や内~ftJ気味に立 1: る . 大!'.:! . 11 

212 総 ，:百 [12.8) hll.t 4 単位の山形波~J(ht を泣す，

作 1.t -

11 1f. (32.41 ぷ鉢形上部.刷:lClJ・.;U*":lCに
ri1正 1"t 一一 陶 勺てu'C線(1')にやや外側し.1)

u 太it fHIに同じ *"$::憎めて.縄かなカーブを
213 正; .:":i [16.0) 指<.11hlに:;1:小さ岳山形突起

手:. I.t 一一一 IJ' 4 'Ilf ;r. f~! りlBされる . 11 怜{郎
:;1:1専<11'られる，

11 1f. 129.01 .::鉢形土日+内ぽ:lCから1;1.1::直線
h正 f正 8.9 f1'JIニ聞きつつ刷紋 1:1仰に至り.

~~ kl長 131.01 口給部がiii・:r.~\昧 に立 l: る . IJ 

214 
?;; ，:'r， 39.3 結 I ~ は 4 J帆{立の山形小突起が{ド
;; l，t 110.2) り:Hされる.

11 .t 122.01 I~J字形 1:1;; . 制 l: r' $I;I:外u.し

IJ¥: 1圭 一一 つつu大it;'fC分に王 リ. さら に

.~ ki壬 123.01 「く J-;-:状l二，̂lI:llllJ給部へ続

215 i'~， I苅 (8.2) 〈キャ リハー形を・Aす.ロ車昔は
苦手 I.t -一一 4Jll(e( I推定』の波状給，

11 It 117.61 ぷ鉢形上?.:l 刷 1:"I¥:lCl主外反し

~\: i壬 一一一 つつ占kki査部分に至り.き 4に
n大It 119.01 r < J 字~J( に内~I\ L I..l*~$ :ニ続

216 治 .~:i [6.5) 〈キャ リハー形を与1'1"，1 Utは

谷 I，t 一一 4 Jj1.f，); 1 織定}の波~A!*II

(1 i量 117，Ol ，事鉢形上凝固刷 1:')¥:1);は外tu

Ii~ 1量 一一一 つつUJ，i王:W分に王り.さらに
.lkl量 118，0) r < J字41.:じ内kl!L 1..l*"I);に続

217 お『出[7.1) 〈キャリ パー形を~~す . r..lhlは
干:;. 1t 一一一 4 Jllf立 f推定}のt由状線.

11 1壬 (24.6l aま鉢形上出 制部がやや1:1)';み.

b¥: i~ 一一一 制 lジ1'$で〈ぴれ.口柑郎 fU

“大f王 (28.6) 大t韮郎分に向って併反する肉ニ

218 al i!li (1s .4) こで. さらに r< J字状に内嗣1
干:;. !Jt 一一一 し(..Ihl:lCに至るキャリ パー形を

虫す.(_J級114単位向必41.:.

11 ft i忍鉢形 t路軍制:lC:;t， 1:ド却で

ぜ¥: 1量 9.8 やや1:1)らみ， U J::lCでくぴれで
ilkl王 122.01 ru祉部に至ると考え られる.キ

219 銭。:百 [22.7) 、・リ ハ一時5を・ιrるであろ う

容 !d: 一一

I..l It (30.41 e草鉢形土留固刷郎から(.j付加に
IJ'f It 一一ー 向って:j.!正直線的に聞き.日付

iLldt 131.4) $で内符気味に主上かる.ロh!
220 ?;j .，f， [20.2) は 4単位 (t桂定Jの必4A!*量.

容 .!d: 一一

文 t革

7聞舗の"I¥Alt竹管による平ITi:t線を'"，‘て笛面全体に
縄文される.北線は愉危ないしは斜ITして菱形あるい
は i角形の(~幽を形づくり.区組内には木寝技文が完

織される。外而1;1:，口車産i沼下では相互方向.それより F
の;溜{担は備 JjJ旬のナテ・による調f.tが~される . 内面調

聾I.l:， 1 Ht;lJ;付近では情方向の ミヵ・キ.嗣郎は織Jj向
のナテ'である.

5- 6mm悩の 'I\ Alt竹符による組雄~繍.J:: 'f! lr i:t*唱がr~
主される..:t線は浅く.不明館主i河分がある.盤面は
(UI~~ が帯し く. 縦方向のナデl二 よる調盤似が明時に認

的られる.lJ将仰には指頻繁形Iflがみられる.内面は

11I1j向的ナデによって r事に調重量されるが.姶摘みl[{
が見られる1'11:分がある.

6-7mm幅の ')¥位竹符による集合沈線がal面/.;:(宇に権
主される. -~， lU2条彼文合，~. hせる . 胴上 '1\加の

‘主総は.突起部下で1;1:三角形.平ぬ節分では建三角舷
の区l曲併を形成し.区画内1;1:無文である。胴下 '¥$1ニ
も問機寺区l通情 がIl!られる。外面は.口級部から刷知
じかけでは縦Jj向のナヂ，1底面1;1:粗いミガキによる綱
箆，口怜$1ニ1;1:指頭f.t形慌がみられる.内面I.l:， W~ 

部付近11備Jj向.制加では縦方向のナデによる調態ヨ
恒節Lf~縄立を全面に繍{立 I~I転純文 l ， その 1: :二 3闘

帽の鋭利~ ・ド位竹脊による平行法線が備，1;:する 可 必鎗

:主.日1曲部品・.;J:JjのU結i俗文微・.:;;.では1晶{tc:t線状に
施文されるが.胴却ではやや間附をむいて施される，

内面向調鐙は，(..1総加では愉Jj(ulの ミガキ.胸部で1;1:
縦方向のナデ.

細躍をな単節LI:縄文が俄位1"1伝脂文され.その上に 3
m舗の・，¥雌竹管による'I'lTi土紛が2条を一線として陥
主する.各々の必rri:lC干ーlニ1;1:街状貼ft文が織される.
制部の 〈ぴれ却には円形制突文が111，上すると考えられ
るが.伐存状態から"'It~周寸・ るか汚かは不明である3 内

面1幻曲H向のナデによる凋笹。

細躍をな無節Lt~縄文がお面全体 4ニ~される 固 施文の方

向l孟一定 しな".開幽mからJ:nの(_J録$主t護者持に:.1.
宇佐竹符~I.:工 Hによる 2側一似の剣突が 2 - 3 条め ぐ

る。制突はお方向ヵ・4刷lえられている.内面は.口総
郎では備方向の ミガキ.制加では縦Jj向のナデによ勺
で綱墜される.

属節Lt~備位 l叶転縄文をt也文とする . IJhl部文様帯と
くじFれ IlC l ニ は花 2m..肉体状工具による 3 - 4 仰の申IJ"~担
文が不処11'(1ニ11I..t:する.さらに. この申III定文併問およ
ぴ刷加には， 3聞紙の')¥Alt竹管による平1ft.!:鍬がやや
問削をおいて繍，11:するザi:t笛面i孟所々 fIl維に!日泊され.
拍1幽$か.;<びれ却の 線に至る$分は量文{静化Lで
いる脱がある.

特節LI~1/11f主 l叫tl:縄文を地文とし. 3mlll悩の'1'依竹符
による平行沈線がやや110附をおいて繍准する.内面は
備方向の ミガキによる調箆。給IMtのみられる部分が
あるu

黒節し{~の畦lい縄文 IJr， ?;;面セ面にf創立l叫転胞文され
るョ縄文の粂は非常μ太<，悩7聞ー 1cmにわたる と
ころもある.内面1;1:， (..1鋭的が愉1i1古1の ミガキ. 制加
では愉Jj向のナデによる調鐙.

-:{)-

4~ 怨

出土Ijf 上・中 ・ド・F
処存口総$・嗣郎

焼成良

月古土市

事祉の租砂を含む

色凋によL‘剣-:J.¥制

1111働ーにぷ"r.J.・:J.¥
出土地~ 1:.中・ F・外
残得r.:u睦郎『刷部
焼成良

n古上;長
~!otの細砂を含む

色調によい貨r.J.-I長前倒
間制

出士桝 1:・中 ・下 ・外

使 (l. 1.>*量郎~刷 k半島E
刷下"\$-~'f部

焼成良

月古上 品百

組砂を含む

色凋明鰯

明ω
:1'.土地4 中， f.外
残存 1..1減:$--刷 1:・1¥，)1;
焼成持通

胎土;定

~).tの綱砂を含む

色調 11<倒
lニ...い品目

m上栃中・ド
fl1 存 1.1*":)1;-胴上刊百
t完成良
胎土やや組

~J.tの小織を企む

色調問赤側ーJ正絹
絹-jljt.制

，'t'，土輔ド

健作口*~郎- 114 1:"1主的
焼h!t .GI 
H古土¥t1

組砂・中俸を含む

色調間働ー1正鰯
にぷい制-1託制

lU土Ijf 1:・中. f・外

処 (F W Il$-胸中央:lC
焼成良

胎土寵

~1止の租砂を合む

色調綱ー1両側
11<制ー II;~削

出土柄 上・中・ F'外

fl1 (f 刷1:~'$-ほ郎
焼成符通

防士品百

組tJ>・・少織を合む

色調に...;.:¥.‘赤尚ー明d字削
11措赤側

n~上柄中. F 

残存(..1*11邸~制上下部
焼成良

胎土復

揖書砂 ・小E曹を含む
色調 f長鍋ーJ晶網
1長鍋

、.

，.. 

• 

-.-



CD -

r. 

、、- E
O
O
N
 

sコ- ::;;......_ ..... ‘，.~ ':.l.\掴 j' •• 0--'-' 語
刊
Q 
制江主え

1E Jl 
ふ』 ~、主\ 刊、ζ¥ 4どEEfァ 1 マー・
れ』

-----
11 

寸
わ〈

守・・
。陸骨量P? 

れ』

./' 

戸/

(' f (1 . 

• 



tft};.・ i! I，t 3量 形 文 +品 備 -4 
11 11 113.01 J.t;形t?.:;.ぽ;刊から外I..iしつつ hll曲川付近lニ， 5皿悩の・1ユ依竹脊による'I'H沈線が3 :H上桝ド

司、
~ï: 11 - ~H.)I; I二歪り . 州中央部でhl\dbす 条t揖，tt..その 1:に防lーの縄文民ιよサて爪形文が施 伎作 IU!l;lG-珊~$
U)d王 114.21 る. さらに.やや内側しつつ庇 される m 刺突 I s.~j}j向から加えられる。路面t車内外と 焼成良 . 

221 官'j .:.百[9.1) 線的にlJ械部iニ'Eる時1'.-.11孟ll!. も+両方向に r本に師Iffされる。 H古士 ;'I'!
ず~ Ilt -一一 車.，. 少!止の細砂を合ι- 司、.

色調 J且制~亦尚
!日制-1*抑制

11 It 130.2) ぷ鉢形土総. 制il~ 1J・.; IJh!.$1ニ 11竹i刊に糾)j向の却lみが施される JJ“部iiXド・刷中 a'f¥J二例中・ F'外
~ì: ;壬 ーーー 向 .，で外反-tる咽1Il!i形を・.¥-t _ 央部に 2列，"つの変形爪形文が引きずり気味に施され 健作 IJhl:$-刷 1:1".$ 
~l )，11; C32.0) IH世 Is. 'N~. るn さらにそのドに，s字41:を'ιする変形爪形文状の 焼成良

222 1;¥ ，f:i [17.8) 文仰が1m:施文される ニの施文HI孟不明である。 JJ sfi 上神;
手f. Ilt -一一 村部ドと刷部l二みられる爪形文の1111には.下位竹符に t1tの暫16'J;を ~tt: 

よる平行rA:級文が地される 内面:3.1111)j向のミガキに 色調 1火貨-:A¥制
よる捌0.， ーけのl1lI修孔をもっ刊 間前側-1抵抗制

" 1王 117.5) ぷ鉢形上自" . やや突.'I~ L. とI.i::$ 6悶m似の l'依竹符を111<‘た'1'行，X線およびrul 施文民 11 1~j:相f '1'・F・外
Ili: II 1 7.51 をもち.そ ニから町線的じIUIき の1'fr掘による北線が.23面t面にイミ縦11日に縄文される。 処 (i. 11"':$-刷 J:'I'，，)I;・氏
u大任 118.0) つつ11*~ ;lI;:二 至る . IH!l ls.・ r'僧 制 1'.1'.$に. さらにいlー縄文れによる爪形文が.縄か 111: 

223 叩r.，lo;ーi! ". I)~I~.~~ ~，庄~A:を鏑き生がら a 条.ré文される.剣突 l孟 ~i)j向か 焼成良
伎)[2.2) ら加えられる、外商は. 1-'件却がヨコナヂ.それよリ nti 上待;

存ば I2.31 Fの.1Cf:r.i.tタ チナデによる凋型車が辛される.版画はミ 組6J;を ~çι

ガキ e 内 t留はナテ・調~による ffilm が兄られる。楠修孔 色調 目指赤側

をもっ 11.~ i$彼片がある 。 赤禍

1) It 120.8) i深鉢形 t獄、例中央部..柑めて 憧文，段状の11.11.$で:;1.'111)j向のナデによる淵笹がな m上材 中・ド ・外
Ili: 1壬 ーーー 組かtニ外l.i~.刷 1 :1':)1; 1ニ歪っ される。制部It縦)j向的ケ スサ :ニよ・，でt'!形し たのち. f~ 作 JJ付加~刷 1:1'，11:
u大t量 121.4) でやや内側に勾幽 -，そののち ナデ凋慨される，♀お，'.用4ド;刊に懐形泌がみられる。 焼成良

224 
1':; 必 [16.4) !i :孟 u'U事的に 1 ，*;:)1; :ニ向って I~I 内面 11.'荷 )j向~い し:s.tr. J:→~ ; 下方向 ;ニ附1f1される 内 月古 土点
存 I，t - ~" I I .j.~ :立手持 11休部I4. 給 ~I.tの蝿l砂を ~çι白

111みをそのまま利IflL.f!W.::二 色調以前-'，I.¥ru 
fli ・} m *f- ~ これによ っ て抱合U 明前倒-1両院側

車1I.1A:を'I!する }
11 1t '18.81 I~鉢形土協苧 実 :B !...た11'(1刊から.繁A.外面l孟縦)j向のケス リのの ち.持iい ミガキl二よ &'1¥上桝 中・ド・外
~ì: 1王 I9.21 傾めて縄かに2智幽こつつ1-'給;)1; って凋笹される，内f掘;主.繍H向の帽1いナヂ調型車.1勾 健作 1U-.I.lC - ~~ ，)I; 

“大i量 119.61 tニ向・3て問<. 外d'iiとι伯h'lMUがみ4れる. 焼成良

225 部，:'!i [25.4) 胎土非:

干; I，t I 4.01 1>)止の細砂を;苦む

色調明赤尚-1二..;a‘制
によい側・ !日制

" rf 15.51 .事S字形上部" 1J.~j'宿泊・ら刷 J: ・ 1 ' .lC 出樹'ltfi<に恒節LI~縄文が備は lul.."胞文さ れ る . 11件 .'B上材中・ド
~ì: If 8.41 に向 1 てri:!'ut(鋭的:ニ聞き. そ m;は惜)jJ旬のナヂ. 版部:.t竹特4J;工H:ニよる*'1<‘ミガ 伐 (1 JJ付加ー刷 1:・1'$・刷
u大任 116.71 こからやや外反しつつ1-1怜;切に キによる湖Q，1付I薗:1..IJh!，$f t近で::r本な ミガキ. F・1'.$-氏招

226 Z414.l 『ttu{6.41 至る.rヨ車tは主HII. 耶425L1JFlt愉 )j向のナデ. 焼 hlt 汗通
1"1 .(匝)[10.6) 胎上 官官. 1> I止の粗砂を;苛t. ，.. 

1: 1止 11.5) 色 凋 11荷赤側ー赤補

lI，l赤鰯-，示制

J 1 It '16.41 a草鉢形土笛.胴 F'P:lCからLU-.I 協I耐判事に恒節LI~縄主が. 慨ね備は1"1伝縄文される刷 m!:ljf 中・ F・外
ht 11 一一ー IW に向つでほぼ級かに ii'L~自'11ニ 内耐はナヂ.Jllfit，部分的iニ給側み仰がみられる。 伐 (1 口給自J;-刷ilr: F 

“大11 (17.01 聞き.口将;)1;がh'l'かに外I_{-t 焼成良

22? a:1 ，m [16.9) る . 不t'!lf~ ， 1 UIIは平"で.IJ 胎上 1彬
'1: hl -一一 竹節13.怖く fl!られている. Htの細般を;育t.

色凋 11111剖
叫l赤制

" 11 一一一 ぷ鉢~.l !:誌.やや外何気味円制 お而'ttf事に煙筒LI~縄Iが.愉f立 rur転縄文される 圃 外 :I~t:嶋中・ド

正i: 1.圭 一一一 i間.bi::lCからは:;1u'(線的IニIUIき I面は.部分的tニ総尚和JiIJ!がみられる.内自.は1.11)j向の 使 (1 胸部
. 

“大II ーーー つつ"*11却に至る総形てあろ う、軒i維なナずによるぷID. 焼成下良

228 ?~， /!:j - 船上i!1. ~ I.tの帽l砂・小織
干.1.1: - を~む

色調時必制

赤側

" I王 119.8) ぷ鉢形上 ?~I . 版部う・ら J 1*1I却に 総l垣'0"1事に細験生匝節LI~縄文が備はl世転施文される、 :1¥!:'If J:・中・ド ・外
li( 1王 (12.01 向 1 てii:i'ii'!:線("Jにl聞く筒形を 内l踊i:l:. 11付;$付近て守薗)j向.制加ではtr.J:→ {oF)j 伐 ({- IU唾ilTー制 1:l'部・ 制
前大任 Ul1にrult I t~ -t J li¥;i'ffiがわずかに突mする.向の軒1<‘ミガキによる調態， F'I'刻一脱却

229 路 1:":・・i!:口!(9.8) IUII:主'I'-hl. 土曜 hlt 汗通
信1[9.8) 胎上奮.細fJ;・中舗を ~ι

存ほ 一一 色細胞-1ニぷい制. :ニJ円、網 ・'J¥削

" 11 121.61 .事S字形 1:出."*II:lC:.t h.rかじ Jll節 Rtt縄主を不111.11')に縄文.I勾I面l立.部分的に縦)j m土桝 1:・中 ・ド・外
l広信 一一 外側寸る.rl*1Iは'1'-鍬 向のナデ湖慢がIi'hれる， fl! (f "*昔郎
J.l大任 一一ー 士完成良

230 ?:; ，::i [4.5) 時古上 官. J; I.tの飢砂 ・中嶋
存 I，t 一一ー を含む

色調以前側

にぷい前倒

11 1王 -京鉢形 U:I.~i:怖か ら 械めで樋
?:II面全体i.;，I"iりの判1"憎節LtR R t t t tL 縄文を.慨ね縦

.'H土地4 中.F.外
ni: 11 '11.31 かl二外Mしつつ胴 lソ1':lTlニi1り. 伐 (f 刷 1:下;)1;-氏:)1;
.lkl圭 一一 そこか ら大きく 9μ'1:L J 1*釦切に は1"1転施文させる E 来1111がかなりr.t.:"，，， 内面は， JJ緑 剖! ，，11: l1f通

231 出:，活 [27.0) つながる側順形を泣する" :lCは愉)j向の ミガキ.刷;刊~成郎l主情)j向のナデによ 胎土密， t; I.tの細砂を[IJt: 
苛E ‘也 一一一 る湖干主， 色綱相ij-sJII剖

」 ー 日tJI梢
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